
梓設計の国内全拠点施設の事業活動における
カーボンニュートラルを達成

株式会社梓設計（本社：東京都大田区、代表取締役社長：有吉　匡、
以下「梓設計」）は、このたび 2022 年度の梓設計国内全拠点の
事業活動におけるカーボンニュートラルを達成いたしました。今後
もさらなる企業活動内のあらゆる面で CO2 排出量の見直し・削減
を図ってまいります。当社のカーボンニュートラルを目指した取り組
みは以下をご参照ください。

報道関係者各位 2023 年 11 月 27 日
株式会社梓設計

【本件に関する報道関係者からの問い合わせ先】 　株式会社梓設計 広報室　E-mail：info@azusasekkei.co.jp

梓設計本社での AZS ゼロカーボンアクションの取り組み
（AZS-Cafe 再生紙カップ変更 / マイボトル推奨、専有部トイレのペー

パータオル廃止、全席ゴミ箱をエリアゴミ箱へ集約）により、CO2
排出量の削減と併せて社員の SDGs の意識向上を図る。

We are delighted to confirm the retirement of

5529 Verified Emission Reductions (VERs)
by

Carbon EX Inc.
on 18/10/2023

Credits retired on behalf of Azusa Sekkei Co., Ltd. as the offset for GHG emissions.

Project: 300 MW Wind Energy Project by Green Infra Wind Energy Limited

These credits have been retired, saving 5529 tonnes of CO2 emissions
from being released into the atmosphere.

Thank you for investing in a safer climate and more sustainable world.

Retirement certificates are hosted on the Gold Standard Impact Registry, 

View retirement

view your certificate.

梓設計 「気候非常事態宣言」を表明
（2023 年 6 月でのカーボンニュートラル達成目標を宣言）

2021年11月

梓設計国内全拠点で使用した電力量を除いた事業活動（年間

約 5,000t-CO2）に相当する、 風力発電由来の 「ボランタリ
ークレジット」により、カーボンニュートラル達成

2023 年10月

「ＡＺＳゼロカーボンプログラム」 始動
（LCCO2 算出プログラムの開発）

2021年１月

拠点施設の省エネ化（空調クラウド制御、照明制御など）開始
⇒拠点でのエネルギー使用量のほか企業活動に伴う
　CO2 排出量の算出、見える化を行う

2022 年2 月

梓設計国内全拠点で使用した電力量（年間約 1,000,000kWh) 
に相当する、太陽光発電由来の 「FIT 非化石証書」により、
電力の再エネ 100% 切り替え達成

2023 年7 月


